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指導教官の像

烏　蘭　都　欣

　現在，私は3人目先生に指導していただいてい

ます。しかし，指導教官といいますと，やはり千

歳壽一先生が浮かびます。先生は六年間，私の指

導教官でした。

　留学生として，六年前，私は日本の女子大学に

興味を持ち，お茶大を希望して地理学科の研究生

の入学面接試験を受けることになりました。井内

先生の紹介を通じて，私の面接をしていただいた

のが千歳先生でした。その時，先生は真剣に私の

下手な日本語を聞いていましたが，「厳しい先生

だ」という強い印象を受けました。そのとき以来，

千歳先生と話す時はいつも緊張感がありました。

　中国の画一的な教育を大学まで受けた私は，先

生の教えたことをまずそのまま受けて，その後に

考えることが当然だと思いました。しかし，千歳

先生はその逆でいつも私が何を考えて，何を勉強

したかを聞いてから，肝心なところについて簡単

明瞭にアドバイスして下さいました。当時はその

ような先生の指導方法は私にとって，とっても新

鮮に感じられました。いま，六年余経ち，日本の

ことにも少しずつ慣れてきて，先生のこと思い出

すと，一つ一つが陵かしく感じます。

　学問上，先生はいつも重要なところについて導

いて下さいました。日本語を細かく直していただ

いたこと，修士論文のテーマを何回もアドバイス

していただいたこと，先生の一言で，修士論文の

実証性を高めるためのアンケート調査の始まった

こと，「論文というものは，結論か研究方法がオ

リジナルだということです。」という先生の言葉，

博士課程に進学することの相談…。

　先生の優しい気持ちを感じたこともたくさんあ

りました。修士入学試験の前，先生からいただい

た湯島神社模様のカード，修士修了のお祝いでい

ただいたコンサートチケット，最も多いのは，講

義後の先生とのちょっとした面白いおしゃべり…。

　最も心に残ったことは，私がやっと博士課程に

入った時，先生が私に「君，よく頑張ったね」と

言って下さいました。その時なんだか胸がいっぱ

いでした。

　先生が私に「受ける」ではなく，「考える」と

いうことを教えて下さいました。しかし，学業上

成果がない私は先生の前でいつも感謝する気持ち

と自分に漸偲する気持ちでいっぱいです。先生が

退官することになり，寂しく思いますが，先生と

の心の交流はこれからもまだまだ続くことを願っ

ています。先生，いままでありがとうございまし

た。先生のこれからのご活躍，ご健康を心からお

祈りします。

千歳先生のこ退官に当たって

内　藤　博　夫

　千歳壽一先生は1991（平成3）年，お茶の水女

子大学に着任された。都庁に勤務されていた時

期の情報教育に関する実績が評価され，一般教

育の情報学を担当する教官として迎えられたの

である。一般教育情報学は地理学科が担当する

ことになっていたため，千歳先生は着任当初か

ら地理学科の教官として待遇された。その後，

学内の人員構成が変わり，千歳先生は地理学科

の人文地理学講座の教授に就任されることにな

った。

　千歳先生と初めてお会いしたのは，先生が都

庁の職員であった頃，学会の研究会か何かにお

いてであった。その時の印象は，都庁という役

所に勤めながら学会に足を運ぶ研究熱心な方と

いうものであった。実際，役所の業務をこなし

ながら，ご自身を学界の水準に合わせていくに
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は大変な努力がいると思う。千歳先生はあえて自

分をそのような立場に置いて勉強を続けられたの

である。

　お茶大に着任されてからの千歳先生の活躍には

目覚ましいものがあった。情報学の授業は人気を

博：し，数百名の受講生を数えた。情報学の教材を

準備しておられる姿をお見掛けしたことがある。

その時は沢山の資料をコピーして整理しておられ

た。また，夏休みを利用して行われる実習にも熱

心に取り組んでおられた。一般教育の1青報学を担

当されるかたわら，地図学など地理学科の専門科

目も幾つか引き受けられていた。また，卒業論文

の指導教官としても多くの学生の指導に当たられ

た。特筆すべきことは，千歳先生の指導を受けた

学生のなかから，計量的手法を用いて卒論を書く

学生が現れるようになったことである。それまで

のお茶大地理学科では考えられなかったテーマを

もった卒論が幾つか提出された。計量地理学的卒

論のほかにも，千歳先生の専門の一つである都市

計画をテーマとする学生も現れるようになった。

　千歳先生は持ち前のユーモアに満ちた語り口で

多くの教職員・学生から親しまれてきた。教室会

議や教授会でも活発に発言され，ご自身の役割を

十分に果たして来られたと思う。学内の活動だけ

でなく，学会活動においても活躍されてきた。土

地利用やGISに関する学会活動ではお茶大に着任

されて以降，とりわけ重要な役割を担って来られ

たようである。着任以来，定年ご退官までの8年

間は短いようではあるが，私にとってはかなり長

い期間に思えてならない。それだけ千歳先生の存

在が大きかったためであろう。これからもお元気

で過ごされることをお祈り申し上げる次第である。
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